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研究成果の概要（和文）：実世界神経科学real-world neuroscienceという新しい学問分野を提唱し、1950年代
からの感覚脳・理性脳sensing brain、1970年代からの感情脳emotional brain、1990年代からの社会脳social 
brain、2000年代からの自我脳ego brainの時代として振り返り、今後の発展として行動脳action brainと表象脳
symbolizing brainの可能性を論じ、そこでは実世界real-worldにおける自然な状態での脳機能測定の重要性を
指摘した。

研究成果の概要（英文）：Human brain research that has investigated brain function from a systems 
neuroscience viewpoint can be categorized into four stages: the “sensing brain” era starting in 
late 1950s, the “emotional brain” era beginning in the late 1970s, the “social brain” era in the
 late 1990s, and the “ego brain” era starting in the late 2000. When considering the most 
fundamental functions of the brain, surviving in the real world is most critical. That is, 
real-world life requires the brain to adapt to, alter, and survive social environments. The action 
brain deals with this essential function. Actual brain functions can also be monitored in more 
natural situations during overt behaviors and communications. The study of brain function during 
overt actions, especially in such real-world situations, will be the next stage of neuroscience 
research: the ego and action brain in real-world settings.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
脳科学について、学問における研究としてだけでなく、人々が生活と人生を送る基礎をなす機能を担っているこ
とに焦点を当て、実世界における意義を明らかにしようとした。人が内発的に行動を行う際の脳機能は、方法論
の制約から十分に明らかにされていないが、脳機能測定技術の進歩により新しい手がかりが得られてきており、
脳科学が生活と人生に密着したものとなり、人々が生きるうえでの主体価値を対象とできるようになることが期
待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

統合失調症の自我障害やうつ病の精神運動制止などいずれの精神疾患の病態生理においても、
内発的に行動を起こす主体としての｢自我｣の機能とそのメタ認知である｢自己｣の機能は重要で
ある。健常者における｢自己｣の脳機能については前頭葉内側面の重要性が明らかになり、精神
疾患においてはその機能障害が脳機能画像研究で明らかとなってきている。 
こうした自己の脳機能についての解明の進歩に比べて、｢自我｣の脳機能の解明は立ち遅れて

いる。それは、脳機能画像検査法の制約から「与えられた課題を受動的に処理する」という検
査状況に限定されて、自ら目標を設定し内発的に行動を起こす際の脳機能画像検査が困難なた
めである。ようやく最近になって、統合失調症の自我の脳機能について、行動についての motor 
self、感覚についての sensory-affective self、身体についての bodily self の複合として理解できる
とするモデルが提出されたところである。 
 
２．研究の目的 

自ら目標を設定し内発的に行動を起こす主体としての脳機能の側面（｢自我脳｣）に注目し、
自然な状態で行動に伴う脳機能を測定できる近赤外線スペクトロスコピィ NIRS の特色を生か
すことで、① 精神疾患における社会生活障害を｢自我脳｣の機能障害として明らかにし、② 設
定された課題を受動的に行う状況ではなく内発的・能動的に行動を起こす際の脳画像データに
基づいて、精神疾患の社会生活障害を｢自我脳｣の視点から定量評価できる脳機能画像を実現す
ることを通じて、③ 自ら生活と人生の目標を設定して実現していくというリカバリーを理解し
支援できる｢自我脳｣についての脳科学の確立を目指す。 
 
３．研究の方法 

 ①｢自我脳｣の脳機能検査法の確立：健常者を対象に、内発的・能動的に行動を起こす際の脳
機能を NIRS など脳機能画像を用いて明らかにするための検査課題や解析方法を確立した。②
精神疾患における｢自我脳｣機能の解明：上記で確立した脳機能画像検査法を用いて、精神疾に
おける自我脳の機能を検討し、臨床症状を始めとする病態との関連を明らかにした。③社会生
活障害の定量的指標の確立：精神疾患についての自我脳機能の脳画像指標と現実の生活の対応
を明らかにし、社会生活障害の定量的指標としての利用可能性を検討した。④リカバリーを支
援できる｢自我脳｣の脳科学の実現：自ら生活と人生の目標を設定して実現していくというリカ
バリーを理解し支援できる｢自我脳｣についての脳科学の実現を目指した。 
 
４．研究成果 

実世界神経科学 real-world neuroscience という新しい学問分野を英文総説として提唱した
（Neurosci Res 2015）。そこではこれまでの脳研究の発展を、1950 年代後半からの感覚や理性を
対象とした感覚脳・理性脳 sensing brain、1970 年代後半からの情動や感情を対象とした感情脳
emotional brain、1990 年代後半からの対人関係や社会性を対象とした社会脳 social brain、2000
年代後半からの自我・自己・身体を対象とした自我脳 ego brainの時代として振り返ったうえで、
これからの発展として行動の最中の脳機能を対象とする行動脳 action brain を挙げ、そこでは実
世界における脳機能を検討する実世界神経科学 real-world neuroscience、複数個体の相互関係を
検討する複数個体神経科学 two-person neuroscience の視点が重要であることを強調した。さらに、
この自我脳と行動脳の発展として、人間の表象機能に注目する表象脳 symbolizing brain の可能
性を論じた。 
そうした研究を具体的に進めるうえでは、自然な状態で脳機能を測定できる近赤外線スペク

トロスコピィ NIRS が有利となる。自我脳の機能としての基底生活行動の脳基盤をリアワール
ドの条件において検討可能とするため、自然な条件において脳機能を測定できる特徴をもつ近
赤外線スペクトロスコピィ near-infrared spectroscopy (NIRS)について、その方法論を概説した書
籍を刊行するとともに（福田ら 2017）、精神疾患のうつ病を例にその具体的応用の概説をまと
めた（福田 2017）。 
自我障害を主症状として主体価値が病態の中心をなす精神疾患である統合失調症について、

自我脳の視点から「脳・生活・人生の統合的理解にもとづく“価値医学”の最前線」としての
書籍を刊行し（笠井ら 2018）、日本の医療現場における現状を Lancet Psychiatry に紹介し（Kasai
ら 2017）、学問的な位置づけを npj Schizophrenia の Editorial として明確にした（Kasai and Fukuda 
2017）。 
こうした自我脳の機能と臨床的な行動や精神疾患の関連を、重症精神疾患における身体的健

康（Nakashishi ら Br J Psychiatry Open 2019）や援助希求行動（Ando ら J Affect Disord 2018）に
ついて検討するとともに、書籍において「人生もこころも脳もリカバリー」（日本評論社 2018）
や「価値医学」（医歯薬出版 2018）というテーマとして採りあげ、さらに臨床現場での実態を
明らかにできたことにもとづいて（夏苅ら 精神経誌 2018）、統合失調症当事者との対談のなか
で今後の取り組むべき課題を明らかにした（宇田川ら 響き合う街で, 2019）。 
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